
 

経理・法務・総務における 

e-文書活用ノウハウ・ドゥハウセミナー 

2018 
日時 

2/14 水 

13:30～16:30 (13:00～受付開始) 

対象者 経理部、法務部、総務部などバックオフィス部門にご所属の方 

参加費 無料 定員  50名 

会場へのアクセス 

ジーニアス貸し会議室 東京秋葉原 RoomA 

101-0024 東京都千代田区神田和泉町1-12-17 久保田ビル5F  

・JR山手線・京浜東北線・総武線・中央線【秋葉原駅昭和通り口】より【徒歩4分】 

・TXつくばエクスプレス線【秋葉原駅 A3出口】より【徒歩4分】  

国を挙げて「働き方改革」が叫ばれている中、「長時間労働」「在宅勤務」ばかりがクローズアップされ、その

本質を見誤っているケースが少なくありません。重要なのは「時短」や「在宅勤務」そのものではなく、その

ベースとなる「生産性向上」であり、その実現にはバックオフィス部門の変革が大きなカギとなります。 

法改正により「生産性向上」を目的とした文書電子化や社会全般的なペーパーレス化が急激に加速する一方、

「自社の業務課題は何なのか」「実際に何から、どう進めていけばいいのか」を探りながら進めていかなければ

ならないために、効果的に進められていない状態が各企業に共通する現実です。 

そうした状況を踏まえ、今回のセミナーでは、「バックオフィス部門の変革」に焦点を絞り、専門家による電子

化・ペーパーレス化に関連する法律に則した視点からの解説に加え、紙文書を電子化したその先にある課題と対

策について、実際の紙文書保管の現状からスキャニング・デジタル管理に至るまでの流れと実用的サービスのご

紹介も交えつつ、「経理」「総務」「法務」といった具体的な業務変革事例をご紹介させていただきます。 

主催：株式会社クラウド テクノロジーズ     共催：寺田倉庫 

【略歴】 1991年監査法人トーマツに入所し、監査業務、株式公開支援業務、 

関与先のABS発行の会計税務等を担当。1999年青山綜合会計事務所を設立し、 

代表パートナーとして同社を統括、金融債権・不動産・事業証券化などの 

ストラクチャードファイナンス分野では国内トップクラスの会計事務所に成長させる。 

現在はインテリジェントウィルパワー株式会社の代表として経営全般を統括。 

学習院大学法学部卒業。 

 
 

【 基調講演者  横山 公一 様    公認会計士／税理士 】 

バックオフィス部門バックオフィス部門バックオフィス部門 が 働き方改革働き方改革働き方改革 の カギカギカギ 



基調講演 働き方改革「実践！経理、総務、法務など管理部門の業務がデジタル化で激変」 

Session2 紙文書の管理～ペーパーレス化ソリューション～ 

Session3 ビジネス文書電子化の「その後」にあるもの・・・ 

講演内容 

お申込み 

TEL:03-6821-2345 FAX:03-6821-2347 

お電話・メール・FAXにて承ります。FAXの際は下記をご記入の上、送信してください。 

株式会社 クラウド テクノロジーズは皆様の個人情報を、個人情報保護方針に基づき、次の通り取扱います。 
皆様の個人情報を、個人情報保護方針に基づき、次の通り取扱います。 
1.個人情報の利用目的について 
 個人情報は、以下の目的に利用させて頂きます。 
 Ⅰお客様の個人情報 
  ⅰ弊社が直接、ご本人様から取得した個人情報 
   製造元への発注、商品の送付、製品情報・資料・バージョンアップのお知らせ送付、催し物（イベント）のご案内、参加券、各種資料及び景品の発送、催し物（イベント）の実施、フォローアップ、新規催し物（イベント）の企画 
  ⅱお取引先の個人情報 
   お取引先への提案、見積、発注、受入、作成、これらに係る連絡 
   製造元への発注、商品の送付、製品情報・資料・バージョンアップのお知らせ送付、催し物のご案内、及びこれらの実施に係る業務 
 上記に共通するお問い合わせ、ご相談、クレーム等への対応に係る業務 
2.個人情報の提供 
 あらかじめ同意を得ることなく、第三者に個人情報を提供することはありません。但し、法令による場合、及び生命、身体、財産等に重大な危険を及ぼす場合で、ご本人の同意を得ることが困難な場合は除きます。 
3.個人情報の委託 
 業務の一部を外部に委託する際は、個人情報を適切に保護できる体制を敷き実行していることを条件に委託先を厳選し、機密保持契約を締結し、適切な管理・監督のもとで委託を行います。 
4.個人情報提供の任意性 
 ご自身の個人情報を弊社に提供されるか否かは、ご自身のご判断によりますが、ご提供頂けない場合には、上記、利用目的のサービスが提供できない場合がありますので予めご了承ください。 
5.苦情及びご相談、及び個人情報の利用目的の通知、開示、訂正等（訂正、追加又は削除）、利用停止等（利用停止、又は第三者への提供）について 

  個人情報に関する苦情やご相談、及びご本人から、開示対象個人情報の利用目的の通知、開示、訂正等（訂正、追加又は削除）、利用停止等（利用停止、消去又は第三者への提供）のご請求があった場合、 

  ご本人であることを確認させて頂いた上で、速やかに対応させて頂きます。尚、ご要望にお応えできない場合は、ご本人に遅滞なくその旨をお知らせするとともに、理由を説明いたします。 
 これらのお問合せやご相談及び開示等の請求手続きにつきましては下記のお問い合わせ先までご連絡ください。 
 secure@cloud-tech.co.jp 

〇電子化・ペーパーレス化における我が国の現状と法律及び運用上の留意点・活用例 等 

〇「経理」：電子帳簿保存法 スキャナ保存制度の概要と留意点 

〇「総務」：会社法 電磁的記録に際する活用例及び留意点 

〇「法務」：電子証明書を用いた電子契約の留意点  
講演：インテリジェントウィルパワー株式会社 代表取締役社長 横山 公一様  

講演：寺田倉庫  

ドキュメントソリューション・ストレージグループ 首都圏チーム    飯嶋 高志様  

講演：株式会社クラウドテクノロジーズ 代表取締役 谷本  勲  

〇電子化／ペーパーレス化に必要なシステムとは！  

〇電子化／ペーパーレス化を阻害する3大要因  

①過去文書の電子化に多大なるコストと手間がかかる 

②紙ベースの業務フローから電子ベースの業務フローへの移行がスムーズに進まない 

③電子化したのに、その特性を生かせない  

〇阻害要因を解決するための具体的なノウハウ・ドゥハウ  

〇なぜ？進まない働き方改革  

〇働き方改革のキーワードは情報管理  

〇寺田倉庫流 情報管理のすすめ  

〇ソリューション事例（経理・法務・総務の観点から）  

当セミナーに関するお問い合わせはこちら 

株式会社 クラウド テクノロジーズ    セールス＆マーケティング部 

TEL ：03-6821-2345    E-mail：info@cloud-tech.co.jp 

併設サイト：https://www.cloud-tech.co.jp/event-seminar/2018/0214 

貴社名  お名前  

部署名  役職名  

ご住所  

電話番号  E-mail    

E-mail：info@cloud-tech.co.jp 

（ 他      名） 
※複数名の場合は人数をお書きください。 


